
 

〇 第 78回金鵄祭 

  第 78回金鵄祭が、６月 26日（金）の校内祭に始まり、27日（土）・28日（日）の

一般公開、後夜祭・花火まで開催されました。受付を通り来場してくださった方は、

２日間で延べ 4977人でした。本当に、お越しいただき、ありがとうございました。 

  校内祭の運動会だけは、雨（台風）の影響で、体育館での開催となりましたが、その

後の予定は、全て計画通りに行われました。これも、こつこつと準備をしてきてくれた

スタッフの努力や全校生徒の行いのおかげです。台風を吹き飛ばしました。 

  今年度は、全日制と定時制の合同企画による校章のオブジェであったり、「Kinshi 

Navi」によって、整理券の取得、企画イベントの投票、クラス企画や販売の待ち時間や

状況が分かるシステムを導入し、新しい試み等がなされ、流石、長高生の金鵄祭!と唸

ることが数多くありました。また、おもてなしミシュランの企画からも分かるように、

来校者の方々に、気持ちよく楽しんでもらおうとの姿勢が全校に浸透していたと感じま

した。私が特に、目を引いたのは、後片付けをするスタッフやまめにゴミ箱の交換をす

る清掃係、一般公開の直前までトイレ掃除をする生徒の姿です。ゴミ箱が溢れ、外にこ

ぼれている個所を、一か所も見ませんでした。他にも、外で駐車場係による車の誘導、

ファイヤーストームを黙々と作る姿等も印象的でした。ありがとう。皆も、見えない所

で支えてくれました。全員で作り上げた文化祭。素晴らしかったです。三年生は仲間・

自分が輝いていた姿を、一生の思い出として心に刻み、前に向かってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者・生徒・地域の皆さんへ 

長野高等学校学校長だより「前へ」
（「学校長だより」はホームページにも掲載しています。） 

令和８年 

No.４ 

７月 17日 

金曜日 



〇 球児の夏 「栄冠は君に輝く」 

  硬式野球班が、７月５日（日）佐久長聖と対戦しました。結果は、４対 11で敗れま

した。ヒット数は 10本対９本。点数では分からない、好ゲームでした。初回に５点と

られても、その後の粘りが凄かった。心・気持ちが籠った試合でした。文化祭中も、浅

川グラウンドで招待試合をしていた班員たち、結果ではなく、ここまでの過程がこれか

らの「糧」になるから…。胸を張って！！ 魂の長野野球を体現していましたよ。 

  軟式野球班は、７月 11日の長野高専の試合に勝ち（硬式の皆応援ありがとう）、明日

18日松商学園と対戦します。開会式で塚田主将が、「色々な背景や状況を抱えここにい

る仲間達。でも、やっぱり野球が好きだから。」という内容の選手宣誓。ジーンと心に

染みていた私ですが、優勝候補に、力を出し切り思いっきりぶつかってほしいです。 

 

 

 

 

 
 

 

〇 切り換え 

  夢を掴むには、それと引き換えの努力が必要だ。運だけで実現したとしても、それは

一瞬で手放す結果となる。口先だけで言っていても行動が伴わなければ、そこまでの人

物である。「有言実行」頑張って欲しい。「至誠一貫」の精神で学び続けるその姿は、誰

かが見ていてくれる。決して我儘にならず、貫き通して欲しい。仮に、今失敗しても、

長い人生の中ではそれが失敗とならず「糧」として、自分を大き 

くしてくれる。悩み、挫折しても、栄冠を掴み取れ。金鵄は、 

勝利と栄光の象徴。そのもとに皆集ったのだから、大丈夫。 

仲間とともに残りの高校時代を走り抜けろ。 
  

〇 長野県 150周年 

明治９年（1876年）８月 21日に筑摩県と長野県の合併により現在の長野県が誕生

し、今年で 150周年を迎えます。これにあわせて８月 21日に県内４会場で記念祭典が

行われるそうです。チラシを一緒に添付いたしますので、興味がある人はどうぞ。ちな

みに、長野高校は、現在創立 127年。130周年事業に向けて、動きが始まったところで

すが、長野高校の環境整備事業（特に、植樹や敷地内デザイン等）について、サスティ

ナブルな視点を取り入れて、学生の皆も一緒に考えてもらいたいと思っています。秋頃

より、どの様に関わり、どう参画していくか作っていくので、その時には是非 130年後

の長野高校に想いを馳せ、参加してみてください。 

〇 文体の統一は？  （「～です」「～ます」調と「～である」「～だ」調） 

【ＡＩの回答】絶対に一緒に使ってはいけないわけではありません。ただし、通常の 

文章では文体を統一するのが原則です。文法的な誤りではありませんが、読み手は「文  

体がぶれている」と感じることがあります。同じ種類の文章の中では、「です・ます 

調」か「だ・である調」のどちらかに統一するのが望ましいです。ただし、引用や文書 

の性質上必要な場合は、両方を併用しても問題ありません。 

今回の校長だより、皆さんはどう感じたでしょうか。感情が高ぶり訴えたいときは、 

自然「である」調を使ってしまうことがあります。一つの文章の中での混合は、許せな 

いものがありますが、皆さんはどう感じたでしょうか。 


